
第 1回理事会議事録（メールによる理事会） 

 

開催日：2020年 5月 21日（メール会議） 

開催場所：各自自宅リモートワーク 

 

メール理事会参加者 

吉田進、中ノ瀬啓作、石田直章、田村祥、 

議長：石田直章（副理事長） 

議事録署名人： 中ノ瀬啓作、田村祥 

 

＜決議事項議題＞ 

コロナ明けの連盟選手の練習場について、理事長が代表を務めるパワーハウスを練習場所に

することは、Conflict of Interest（利益相反）の難しい課題がある。理事間で、協議し、当事者の理

事長を除く理事全員の賛成で下記の事項が承認された。 

 

１、選手の一時的（臨時）練習場として、理事長が代表を務めるパワーハウスを使用する事。 

理由；パラアリーナがコロナの軽症患者の病床となっため、代替練習場を手を尽くして探したがパ

ワーハウスしかなかった。 

２、その使用料金を一人一時間￥1,500 とする事。 

ビジター代(通常 4000円) を同額いただくのは、選手の負担が大きすぎるため、パワーハウス

の一般会員の練習する時間とは別の時間を JPPFの選手だけの為に用意し(週 3回)、一回の使

用量はビジター料金の約４０％の 1500円で使ってもらうことにした。 

また、NTCの体育館を使用料は 1時間 3150円。これを基準に考えると一回 3時間の練習時

間なので、3150円ⅹ3=9450 円。パラアリーナでの過去の参加実績から一回に参加する選手は

平均 6名前後であったので、9450円÷6人=1575円(一人)、となるので、1500円(税込)とした。 

３、助成金を使用する場合は、使用料は、選手個人が支払わず、連盟からパワーハウスに支払う 

事。 

４、パワーハウスの利用を選手に強制せず、選手の自主判断に委ねる事。 

５、連盟のパワーハウス使用料負担は、公的助成金(次世代、J スタ、強化費)でカバーされる事。 

 

                                 議長：石田直章  印 

 

 

署名人： 中ノ瀬啓作     印              田村祥     印 

 

 



 


